
令和２年度 第４回古賀市国民健康保険運営協議会議事録 

 

 

【会議の名称】 令和２年度第４回古賀市国民健康保険運営協議会 

 

【日時・場所】 令和３年３月２６日（金） １９：００～２０：２０ 

古賀市役所 ５０１～５０３会議室 

 

【主な議題】  （１）第２期古賀市国民健康保険 保険事業実施計画（中間評価）に 

ついて 

        （２）その他 

 

【傍聴者数】  ０人 

 

【出席委員】  渡信人会長、三輪朋之会長代理、野田廣子委員、塩津美都子委員、 

淀川治委員、堤啓委員、鐘ヶ江勝委員、芝尾郁恵委員 

        （欠席委員：矢野洋子委員） 

 

【事務局】   市民部長（清水）、 

市民国保課長（簑原）、国保係長（渋田）、国保係（阿部）、 

        健診指導係長（吉田）、健診指導係 村上 

（庶務担当部署：市民国保課） 

 

【配布資料】 

① 第２期古賀市国民健康保険保険事業実施計画中間評価（案）概要版 

② 中間評価（案）に関するパブリック・コメントの実施について 

③ 個人所得税の見直しを踏まえた国民健康保険税の見直しについて 

 

 

 



【会議の内容】 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議事 

（１）第２期古賀市国民健康保険 保険事業実施計画（中間評価）について 

（資料説明：健診指導係長、健診指導係 村上） 

○鐘ヶ江委員 古賀市は糖尿病性腎症が多いということですが、その対策として、特定健

診未受診者でレセプトから抽出した糖尿病治療中断者のすくい上げということが述べ

られている。具体的な人数はどの程度でしょうか。 

○村上 ２５０名ほどになる。 

○芝尾委員 健診はかなり受けやすくなっているが、なかなか受診率の向上に繋がらな

いのは何故なのか、特に継続受診率が上がらないことへの対策はあるのか。また新型コ

ロナウイルス感染症が健診受診率に与える影響をどのように考えているのか。 

○村上 継続受診率は一昨年に県内最下位となったこともあり、過去４年間に受診され

た約１５００名の方に重点的に電話勧奨を行うことでかなり改善した。しかし、今年度

は新型コロナウイルス感染症を心配し、健診はおろか病院受診も控えているという声

が多く聞かれた。新型コロナウイルス感染症の対策もある程度見えてきた部分もある

ので、安心して健診を受けられるよう対策を強化し、受診に繋げていきたい。 

なお、全国の健診データをＡＩで分析し、対象者を４つの傾向別にグループ分けし、

効果的な勧奨を行うような取り組みも始まっている。 

また、国からも受診者にインセンティブを与えることが推奨されている。受診者に抽

選で景品が当たるようにするなど、最初の動機はともかく、まずは受診してもらい、受

けて良かったと思われるような健診にしたいと考えている。 

 ○三輪委員 特に受診率が低いのはどのような年齢層か。 

 ○村上 やはり低い年齢層ほど受診率も低い。４０歳代は２０％ほどに留まっている。４

０歳に到達された年度のみではあるが、受診の自己負担額と同額の５００円分のクオ

カードをインセンティブとして交付している。 

 ○野田委員 自分自身コレステロールが高く、病院も受診している。健診もこれまで２回

受けた。健診では自分の悪いところを指摘されるので、自分のために言ってくれている

とはわかってはいるが苦痛に感じてしまった。周りに聞いてもやはり同じような気持

ちを感じている人も多いようだ。 

 ○村上 本来、そこはできるだけ苦痛と捉えられないようにサポートや説明を行うべき

であり反省すべき点である。 



 ○堤委員 マスコミ等では、コレステロールの数値がどうなったらいけないとか、サプリ

メントがいいとか頻繁に放送されるので、それを全て信じてしまう人もいる。本来はた

とえ同じ数値でも遺伝的な背景などから考えれば全く問題ない人もいれば、早目のケ

アが必要な人もいる。 

   ８０歳の方でも血糖値が３００あれば多少は糖分を控えてもらいたいが、血糖値が

２００程度であれば、今まで通りの生活を無理に変える必要はないのではないかと考

えている。 

 ○塩屋委員 自分は多くの被保険者がそうであるように、元々健診を受ける気になかな

かならないタイプの人間で、この協議会に参加することになってようやくかかりつけ

医で検査を受けるようになった。自分で検査を受けて自分の数値を見ることでより理

解が深まった。 

 ○淀川委員 後発医薬品の一部で期限切れを粉砕して再利用していたというようなこと

が最近のニュースであり信頼度が下がっているのではないか。 

 ○清水部長 一部の不正で後発医薬品全体の信頼が揺らぐというのは非常に残念であり、

不正が起こらないような体制づくりが国に求められる。 

 

（２）その他（個人所得税の見直しを踏まえた国保税の見直し）について 

（資料説明：国保係長） 

○堤委員 税率を変えなかった場合、この改正による古賀市の国保税収への影響はどの

くらいとなる見込みなのか。 

○国保係長 １４０万円程度の減収となると見込んでいる。 

 

・議事録署名委員の指名 

〇渡会長 議事録の署名は、野田委員にお願いする。 

 

５．閉会 


